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６月 17日㈪
公立置賜南陽病院
新病院での診療スタート！



◆　問合せ ･申込み先

◆ 保険制度／すこやか子育て課国保医療係
（市役所１階⑦窓口・☎40－１６９２）

◆保険税・保険料額／税務課市民税係
　（市役所１階④窓口・☎40ー０２５８）
◆保険税・保険料の納付／税務課収納係
（市役所１階④窓口・☎40ー０２６３）

医療制度は
　助け合いの制度です
病気やけがで医療機関にかかったときの医療費は
皆さん一人ひとりの力によって支えられています。
国民健康保険制度と後期高齢者医療制度についてご案内します。

健
康
を
支
え
る
保
険
制
度

国
民
健
康
保
険
制
度
（
国
保
）
や
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
加
入
者

全
員
で
保
険
税
・
保
険
料
を
負
担
し
あ

い
、
お
互
い
を
助
け
合
う
社
会
保
険
制
度

で
す
。

国
民
健
康
保
険
の
対
象
者

▽
会
社
の
健
康
保
険
（
健
康
保
険
組
合
・

共
済
組
合
等
）
や
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
以
外

例　

自
営
業
の
方
、
農
業
に
従
事
し
て
い

る
方
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
退
職

な
ど
で
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
な
い
方
な
ど

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
対
象
者

▽
75
歳
以
上
の
方
全
員

※
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
自
動
的
に
加
入
。

（
生
活
保
護
受
給
者
は
除
く
）

▽
65
〜
74
歳
で
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
と
４
級

の
一
部
、
障
害
年
金
１
〜
２
級
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
〜
２
級
、
療

育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方
）

※
加
入
・
脱
退
は
任
意
。

８
月
１
日
か
ら
使
う

　

新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す

　

新
し
い
保
険
証
は
７
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
。加
入
者
全
員
分
が
届
い
て
い
る
か
、

記
載
事
項
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

※
国
保
の
保
険
証
は
、
世
帯
主
が
国
保
に

加
入
し
て
い
な
く
て
も
世
帯
主
あ
て
に

ま
と
め
て
郵
送
し
ま
す
。

※
市
外
で
修
学
し
て
い
る
学
生
の
方
の

   

「 

学 

保
険
証
」
は
世
帯
主
あ
て
に
、
施

設
等
に
入
所
し
て
い
る
方
の
「 

遠 

保

険
証
」は
直
接
入
所
先
に
郵
送
し
ま
す
。

■
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
間

　

令
和
２
年
７
月
31
日
ま
で
（
１
年
間
）

高
額
な
医
療
費
に
は

　
　
　
　
　

支
援
が
あ
り
ま
す

み
ん
な
で
支
え
る
医
療
費

１
か
月
の
自
己
負
担
額
が
所
得
等
に

応
じ
て
定
め
ら
れ
た
限
度
額
を
超

え
た
場
合
は
、
家
計
負
担
が
重
く
な
ら
な

い
よ
う
に
、
そ
の
超
え
た
額
を
高
額
療
養

費
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、「
高
額
療
養
費
支
給
申
請

の
お
知
ら
せ
」
が
届
き
ま
す
の
で
、
す
こ

や
か
子
育
て
課
国
保
医
療
係
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

入
院
や
高
額
な
診
療
の
前
に

　
　
　
　
　
　
　

申
請
で
き
ま
す

　

入
院
な
ど
で
医
療
費
が
高
額
に
な
る
と

分
か
っ
て
い
る
と
き
は
、
事
前
に
市
役
所

で
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
を
申
請
す
る
と
、
医
療
機
関
の
窓

口
で
上
限
額
以
上
を
支
払
う
必
要
が
な
く

な
り
ま
す
。

　

上
限
額
は
所
得
額
や
診
療
状
況
で
異
な

り
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
納
め
る
保
険
税
・
保
険

料
は
、
医
療
制
度
を
支
え
る
大

切
な
財
源
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

医
療
費
の

　

窓
口
自
己
負
担
の
割
合
は

■
国
保　

医
療
費
の
３
割

■
70
〜
74
歳
の
国
保
加
入
者

　

医
療
費
の
２
割
（「
保
険
証
兼
高
齢

受
給
者
証
」
が
交
付
。
た
だ
し
住
民

税
課
税
所
得
金
額
が
１
４
５
万
円
以

上
の
70
〜
74
歳
の
国
保
加
入
者
が
い

る
世
帯
は
３
割
で
す
）

■
後
期
高
齢
者　

医
療
費
の
１
割

※
住
民
税
課
税
所
得
金
額
が
１
４
５
万

円
以
上
の
後
期
高
齢
者
が
い
る
世
帯

は
３
割
で
す
。

３
割
負
担
の
70
歳
以
上
の
方
は

申
請
に
よ
り
負
担
額
が
減
る
場
合
が

あ
り
ま
す

　

世
帯
員
の
年
間
収
入
額
が
一
定
額
以

下
の
場
合
は
、申
請
す
る
と
２
割（
国
保
）

ま
た
は
１
割
負
担
（
後
期
高
齢
者
）
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
基
準
額
な
ど
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

納
税
通
知
書
・
保
険
料
額
の

　
　
　

お
知
ら
せ
を
発
送
し
ま
す

　

次
の
通
知
等
を
対
象
者
に
送
付
し
ま
す
。

▽
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書

▽
介
護
保
険
料
の
納
入
通
知
書

　
（
65
歳
以
上
の
方
）

▽
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
決
定

通
知
書

■
発
送
日　

７
月
16
日
㈫

　

40
歳
〜
64
歳
の
方
の
介
護
保
険
料
は

現
在
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
上
乗

せ
さ
れ
、
健
康
保
険
料
と
し
て
徴
収
さ

れ
て
い
ま
す
。

保
険
税
・
保
険
料
を

　
　

納
め
る
の
が
難
し
い
と
き
は

　

特
別
な
事
情
が
な
く
滞
納
が
続
く
と
、

次
の
手
続
き
が
と
ら
れ
ま
す
。
納
め
忘

れ
が
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
保
険
証
の
有
効
期
限
が
短
く
な
る

　
（
短
期
被
保
険
者
証
）

▽
医
療
機
関
の
窓
口
で
い
っ
た
ん
全
額

支
払
い
（
被
保
険
者
資
格
証
明
書
）

　

事
業
不
振
や
失
業
、
長
期
入
院
等
で

収
入
が
減
少
し
、
納
税
が
難
し
い
と
き

は
、
税
務
課
収
納
係
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　医療費のサギ電話に注意！
「医療費の還付・過払いがあるので、
金融機関の口座を教えてほしい」

このような電話は詐欺です。市から電話で
口座番号を聞くことはありません。

　「怪しいな」と思ったら、すぐに相談！
　◆すこやか子育て課（☎40－１６９２）
　◆南陽警察署　　　（☎50－０１１０）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

　
　
　

軽
減
率
が
見
直
さ
れ
ま
す

　

保
険
料
均
等
割
が
９
割
軽
減
（
１
割

納
付
）
の
方
は
、
今
年
度
か
ら
８
割
軽

減
（
２
割
納
付
）
に
変
わ
り
ま
す
。

例　

年
金
収
入
80
万
円
以
下
の
方
の
目
安

Ｈ
30
年
度

Ｒ
元
年
度

軽
減
率

９
割

８
割

納
付
年
額

４
１
０
０
円
８
２
０
０
円

　

所
得
が
一
定
額
以
下
の
年
金
受
給
者

の
方
へ
は
10
月
か
ら
老
齢
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
の
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

（３） （２）元．７. １元．７. １

後
期
高
齢
者
の

新
し
い
保
険
証
は

桃
色

国
保
の

新
し
い
保
険
証
は

は
だ
色

▲新築された公立置賜南陽病院の広い病棟廊下



【火災発生状況　４件】
　　　　今年５月末日現在の火災発生

件数は４件です。火災の原因は、
ちょっとした不注意や火の不始
末です。火の取り扱いには十分
注意してください。 郷

土
の
守
り

南
陽
市
消
防
団

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
は

　10
年
を
目
安
に
交
換
を

　お
勧
め
し
ま
す

　住
宅
用
火
災
警
報

器
は
、
古
く
な
る
と

電
子
部
品
の
寿
命
や

電
池
切
れ
な
ど
で
、

火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
と
て
も
危
険
で

す
。
10
年
を
目
安
に
交
換
し
ま

し
ょ
う
。

■
設
置
時
期
を
調
べ
る
に
は

　火
災
警
報
器
を
設
置
し
た

時
に
記
入
し
た
「
設
置
年
月
」、

ま
た
は
本
体
に
記
載
さ
れ
て
い

る
「
製
造
年
」
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

■
定
期
的
に
作
動
確
認

　

　し
ま
し
ょ
う

　ボ
タ
ン
を
押
す
、
ま
た
は
ひ

も
を
引
い
て
音
を
聞
き
、
定
期

的
に
作
動
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
正
常
な
場
合
は
正
常
を
お
知

ら
せ
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
ま

た
は
火
災
警
報
音
が
鳴
り
ま

す
。

※
音
が
鳴
ら
な
い
場
合
は
、
電

池
が
き
ち
ん
と
セ
ッ
ト
さ
れ

て
い
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
れ
で
も
鳴
ら
な
い
場

合
は
「
電
池
切
れ
」
か
「
機

器
本
体
の
故
障
」
が
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
取
扱
説
明
書

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

消防署予防係
☎43－３５００

　【本団】（総団員８６７人）
　団　長　　高橋　義昭（吉野）
　副団長　　井上　和也（赤湯）
　　　　　　色摩　貞樹（沖郷）
　本団付女性団員　３人

topics １

分団名 分団長 副分団長 団員数
第1分団
吉野地区 加藤　泰生 髙橋　　守 89人
第２分団
金山地区 伊藤　博文 菊地　政和 38人
第３分団
宮内地区 市川　愼一 落合　和孝 107 人
第４分団
漆山地区 髙橋　　誠 加藤　　仁 74人
第５分団
梨郷地区 竹田　俊和 茂出木純也 89人
第６分団
沖郷地区 片桐　雅視 井上　正人 192 人
第７分団
赤湯地区 歌丸雄一朗 土屋　正挙 187 人
第８分団
中川地区 本田　一星 鈴木　　崇 85人

令
和
元
年
度
南
陽
市
消
防
団
幹
部
を
紹
介
し
ま
す

【設置する場所】

▼寝室に使用している部屋全部

▼寝室が２階の場合は階段上部
※台所にもできるだけ設置して
　ください。

　【令和元年　南陽市防火標語】

◎小学生の部　最優秀賞作品
　「その火事で　
　　　　思い出すべてが　消えていく」
◎中学生の部　最優秀賞作品
　「もう一度　火災防止の　再確認」

topics ２

にしき・あきら　74　三間通
錦　　啓　さん

くりはら・せいほう　72　金山
栗原　晴峰　さん

地方自治功労　　元市議会議員

　昭和 59 年 3月に南陽市議会
議員に初当選。その後、市議会
議長、議会運営委員会委員長な
ど多くの役職を歴任され 20 年
の永きにわたり、地方自治の発
展と住民福祉の向上に尽力され
ました。

取り付けが済んでいない方は、
早めに設置しましょう。

住宅用火災警報器の設置は
すべての住宅に義務化されています

　昭和 42 年、公立高校教諭と
して奉職以来、北村山高等学校
長、山形県立博物館長、米沢東
高等学校長などを歴任。
　永きにわたり高校教諭として
地域の教育に多大な貢献をされ
ました。

教育功労  元公立高等学校長
瑞　宝
小綬章

旭　日
双光章

令和元年 春の叙勲　受章おめでとうございます

（４）元．７．１

居室

主寝室 台所

階段室 子供部屋
（寝室）



７月は青少年の非行・被害防止全国強調月間

　近年、スマートフォンの普及により生活が便利に
なる一方、ネット犯罪やいじめ等の問題が深刻化し
ています。「子どもは、社会を映す鏡」です。私たち
大人が姿勢を正し、子どもの手本になり、地域の教
育力を高めていくことが大切ではないでしょうか。
　子どもに関心を持ち、各地域や家庭でコミュニケー
ションをとりながら、地域全体で青少年を育んでい
きましょう！

「大人が変われば子どもも変わる」県民運動
３つの柱
　１、あいさつ・見守り運動
　　子どもを家庭・地域で育てよう！
　２、モラル・マナーの向上運動
　　大人が子どもの手本となろう！
　３、子どもを事故や犯罪等から守る運動
　　子どもの安全を地域全体で見守ろう！

大 人 が変われば 子 ど も も変わる

◆問合せ先　社会教育課社会教育係（☎40－８９９２）

地区 氏名（敬称略）
赤湯 　鈴木太、会田真弓、吉田暁彦

宮内
　大友太朗、小関健太郎、
　鈴木悠介、小原実和

沖郷 　須貝智、佐藤政彦、後藤優美　
中川 　中村孝律
漆山 　大津孝幸
吉野 　江口ひろみ
金山 　菊地徹郎
梨郷 　吉田一明

教育委員会から 15 人の
方が委嘱を受け、任期２
年で活動しています。

▼こんな活動を行っています

➊市内小学生対象の体験型講座
「きらきら・ＥＫＵＢＯキッズ」で
の活動補助（写真はバームクーヘン
作り）➋レンタルビデオ店での街
頭補導活動➌菊と市民のカーニバ
ルでの青少年健全育成ティッシュ
等の配布

➊ ➋

➌

３、子どもを事故や犯罪等から守る運動３、子どもを事故や犯罪等から守る運動

応
募
総
数
２
，
１
８
５
点
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
「
い
じ
め･

非
行
を
な
く
そ
う
」

　
　
　
　
　
　や
ま
が
た
県
民
運
動

　い
じ
め
防
止
標
語

　
置
賜
地
区
入
選

沖
郷
中
１
年　

平
田　

寧
　々
「
認
め
あ
う

　君
の
考
え

　私
の
気
持
ち
」

　
市
選
出
作
品

【
小
学
校
の
部
】

赤
湯
小
１
年　

石
川　
　

蓮　
「
て
を
つ
な
ぎ　

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う　

え
が
お
の
わ
」

漆
山
小
３
年　

鈴
木　

美
花　
「「
い
じ
め
だ
め
！
」　

ゆ
う
気
を
出
し
て　

自
分
か
ら
」

沖
郷
小
２
年　

加
藤　
　

全　
「
生
え
さ
せ
な
い　

い
じ
め
の
ね
っ
こ　

ぜ
っ
た
い
に
」

中
川
小
１
年　

相
田　

瑛
舞　
「
ど
ん
な
色
が
す
き
？　

ひ
と
り
ひ
と
り
の
色
が
す
き
♡
」

梨
郷
小
１
年　

本
間　

悠
陽　
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ　

ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
よ　

ぼ
く
が
い
る
」

赤
湯
小
６
年　

中
條　

芽
琉　
「
よ
し
決
め
た　

見
て
見
ぬ
ふ
り
は　

も
う
卒
業
」

漆
山
小
５
年　

佐
々
木
優
輔　
「
友
だ
ち
と　

笑
う
カ
ド
に
は　

い
じ
め
な
し
」

荻　

小
５
年　

丹　
　

洋
介　
「
だ
め
だ
よ
と　

い
え
る
こ
と
こ
そ　

ゆ
う
き
の
あ
か
し
」

沖
郷
小
５
年　

若
山　

千
宝　
「
言
っ
て
み
て
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
は　

す
が
す
が
し
い
」

中
川
小
６
年　

小
形　

理
生　
「「
助
け
た
い
」　

思
い
が
あ
る
な
ら　

行
動
に
」

梨
郷
小
６
年　

佐
藤　

愛
桜　
「
優
し
さ
を　

地
域
に
広
げ　

笑
顔
の
町
」

宮
内
小
５
年　

嵐
田　

萌
愛　
「
見
か
け
た
ら　

こ
え
か
け
よ
う
よ　

い
ま
す
ぐ
に
」

【
中
学
校
の
部
】

赤
湯
中
３
年　

酒
井　
　

柊　
「
一
言
で　

増
え
る
仲
間　

減
る
非
行
」

宮
内
中
１
年　

齋
藤　

暖
日　
「「
関
係
な
い
」　

そ
う
思
わ
な
い
で　

手
を
伸
ば
そ
う
」

青少年の健全育成のため

市青少年育成推進員に活躍いただいています

（５） 元．７．１



　

　　

４
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
総
会
に
お

い
て
、
会
長
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
は
あ
り
ま
す
が
、

精
一
杯
勤
め
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

  
農
業
委
員
13
人
、
最
適
化
推
進
委
員
12

人
、
計
25
人
で
全
地
区
を
担
当
い
た
し
ま

す
。
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
が
進
む
中
、

そ
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
年
々
大
き
な

も
の
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
近
年
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
新
規
就
農

者
が
参
入
し
、
ま
た
将
来
を
見
す
え
て
の

法
人
化
や
株
式
会
社
が
各
地
で
誕
生
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
の
新
し
い
姿
と
思
い

ま
す
。

　

農
業
委
員
会
は
、
農
地
行
政
は
も
と
よ

り
農
業
行
政
へ
も
農
家
の
目
線
に
立
っ

て
の
提
言
を
種
々
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
頑
張
っ
て
い
る
人
、
こ
れ

か
ら
頑
張
ろ
う
と
し
て
い
る
人
の
、
少
し

で
も
力
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
何
と
ぞ
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新しい農業委員と

農地利用最適化推進委員が
決まりました

平
成
28
年
４
月
１
日
に
改
正
農
業
委
員
会
法
が
施
行
さ
れ
︑
２
期
目
を
迎
え
ま
し
た
︒

市
長
よ
り
任
命
さ
れ
た
13
人
の
新
農
業
委
員
と
︑
農
業
委
員
会
会
長
よ
り
委
嘱
を
受
け
た
12
人
の

新
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
紹
介
し
ま
す
︒

南陽市農業委員会 
会長　髙橋　善一

　

今
回
の
改
選
に
よ
り
、
会
長
職
務
代
理

者
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

近
年
、
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が
さ
さ

や
か
れ
て
い
る
中
、
南
陽
市
に
は
稲
作
を

始
め
、
果
樹
、
多
品
目
野
菜
、
酪
農
畜
産

養
豚
等
、
多
く
の
農
作
物
が
あ
り
ま
す
。

技
術
評
価
の
高
い
農
家
も
多
く
、
今
後
、

若
い
方
が
農
業
に
従
事
す
る
こ
と
で
地
域

に
活
力
を
も
た
ら
し
希
望
が
持
て
る
も
の

と
信
じ
、
こ
れ
か
ら
も
共
に
汗
を
流
し
て

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

委
員
担
当
地
区

委
員
長　

本
間　

仁
一

農
地
専
門
委
員
会

　

農
家
と
行
政
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
、
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
尽
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

髙
橋　

隆

令
和
元
年
度

         

農
業
委
員
会
活
動
方
針

  

我
が
国
の
農
業
・
農
村
を
取
り
巻

く
状
況
は
、
自
然
災
害
の
多
発
や
担

い
手
不
足
の
深
刻
化
や
高
齢
化
、
農

産
物
価
格
の
低
迷
等
に
よ
る
農
業
所

得
の
減
少
、
遊
休
農
地
の
拡
大
な
ど
、

一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
さ
ら

に
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
発
効
、

種
子
法
の
廃
止
な
ど
に
よ
る
環
境
の

変
化
に
伴
う
、
農
業
経
営
へ
の
影
響

な
ど
も
懸
念
さ
れ
る
。

　

市
農
業
委
員
会
で
は
、「
か
け
が
え

の
な
い
農
地
と
担
い
手
を
守
り
、
力

強
い
農
業
を
つ
く
る
﹃
か
け
橋
﹄」
と

の
組
織
理
念
の
も
と
に
、
本
市
が
目

指
し
て
い
る
「
確
か
な
未
来
へ
夢
は

ぐ
く
む
ま
ち
・
南
陽
」
の
実
現
を
、

本
市
産
業
の
根
幹
を
な
す
農
業
の
振

興
に
よ
り
担
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
希
望
あ
る
農
業
経
営

の
安
定
的
、
長
期
的
継
続
の
実
現
を

軸
に
、
農
村
現
場
か
ら
の
意
見
を
積

み
上
げ
、
農
業
委
員
会
に
与
え
ら
れ

た
責
務
と
役
割
を
認
識
し
、
地
域
農

業
の
持
続
的
発
展
の
た
め
、
農
地
利

用
の
最
適
化
の
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
、
諸
制

度
の
円
滑
な
遂
行
に
向
け
た
活
動
を

進
め
る
。

会長職務代理者
佐藤　一志

農地パトロールの実施について
　農業委員会は農地の公的管理主
体として、食料の生産基盤である
優良農地の確保と有効利用の促進
を進めています。そのため、毎年
８月を重点期間として、農地パト
ロールを実施しており、①遊休農
地の実態把握と発生防止・解消、
②農地の違反転用発生防止対策等
について取り組んでいます。
　パトロール時に農地へ立ち入る
場合がありますので、ご理解、ご
協力をお願いします。

宮内地区

宮
内

峠
田　

一
徳

新
丁
︑
富
貴
田
︑
本
町
︑
砂
子
田
︑

粡
町
︑
田
町
︑
柳
町
︑
別
所
︑
南
町

髙
橋　

茂

北
部
︑
銀
杏
︑
東
部
︑
六
角
町
︑

吉
野
町
︑
和
泉
町
︑
内
原

漆
山

渡
沢　

寿

漆
山
９
～
11
組
︑15
組
︑17
組
︑18
組

黒
澤 

ち
よ
子

漆
山
１
～
７
組

落
合　

力

漆
山
８
組
︑
12
組
～
14
組
︑
16
組
︑

20
組

金
山

髙
橋　

隆

金
山
全
域

吉
野

小
野　

博

吉
野
全
域
︵
小
滝
を
除
く
︶

江
口　

菊
次

小
滝
全
域

赤湯地区

赤
湯

佐
藤　

一
志

北
町
︑
金
沢
︑
三
間
通
︑
二
色
根
︑

上
野
︑
表
町

浅
野　

厚
司

椚
塚
二
︑
長
岡
︑
爼
柳
︑
大
橋

安
達　

芳
紀

椚
塚
一
︑
松
沢

村
越　

竜
仁

桜
木
町
︑
横
町
︑
妹
背
︑
中
央
︑

栄
町
︑
花
見
町

神
尾　

篤
志

旭
町
︑
清
水
町

中
川

鈴
木　

正
徳

川
樋
︑
新
田

竹
田　

壮
芳

小
岩
沢
︑
元
中
山
︑
釜
渡
戸

和郷地区

沖
郷

髙
橋　

善
一

宮
崎
︑
露
橋

本
間　

仁
一

沖
田
︑
高
梨
︑
中
落
合
︑
西
落
合

髙
橋　

誠
一

萩
生
田
︑
蒲
生
田
︑
若
狭
郷
屋

鈴
木　

雄
一

関
根
︑
坂
井
︑
法
師
柳
︑
長
瀞

松
田　

繁
徳

鍋
田
︑
中
ノ
目

青
木　

憲
一

郡
山
︑
島
貫

梨
郷

渡
部　

基
司

砂
塚

伊
藤　

圭
一

梨
郷

後
藤　

和
義

和
田

長
谷
部　

修

竹
原

　

担
い
手
不
足
と
高
齢

化
が
進
む
中
、
農
地
利

用
の
最
適
化
を
進
め
、

地
域
農
業
を
守
る
た
め
、

推
進
委
員
と
し
て
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

赤
湯
地
区
か
ら
推
薦

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

行
政
と
農
家
の
仲
立
ち

と
し
て
、
地
域
農
業
の

振
興
の
た
め
頑
張
り
ま

す
。

　

６
年
前
に
JA
推
薦
で

農
業
委
員
を
１
期
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
度
は
推
進
委

員
と
し
て
地
域
農
業
発

展
に
尽
力
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
の
現
況
は
遊
休
農

地
・
農
業
者
の
高
齢
化

と
問
題
が
山
積
み
で
す

が
、
少
し
で
も
お
役
に

立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。新

任
で
は
あ
り
ま
す

が
、
地
域
農
業
発
展
に

行
政
経
験
を
生
か
し
な

が
ら
農
家
の
皆
様
と
共

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

伊
藤　

圭
一

　

改
正
農
業
委
員
会
法
の

施
行
か
ら
４
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　

農
地
中
間
管
理
事
業
の

見
直
し
に
伴
い
、
農
地
利

用
の
最
適
化
業
務
は
、
農

地
所
有
者
の
意
向
把
握
と

集
落
で
の
話
し
合
い
に
明

確
化
さ
れ
、
人
・
農
地
プ

ラ
ン
の
作
成
へ
の
積
極
的

関
与
も
法
令
で
位
置
づ
け

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
す
存
在
と

し
て
、
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
・
解
消
、
担
い
手
へ

の
農
地
利
用
の
集
積
・
集

約
化
、
新
規
参
入
の
促
進

な
ど
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
と
連
携
し
、
農

地
の
利
用
最
適
化
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

黒
澤　

ち
よ
子

神
尾　

篤
志

落
合　

力

鈴
木　

雄
一

農
業
委
員

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農委広報

Public Relations of Nanyo City Agricultural Committee
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農委広報

Public Relations of Nanyo City Agricultural Committee

編
集
後
記

　「自
分
名
義
の
農
地
を
持
っ
て
い
な
い

農
業
者
」、「
配
偶
者
、
後
継
者
な
ど
家
族

農
業
従
事
者
」
も
、
次
の
３
つ
の
要
件
を

満
た
せ
ば
、
ど
な
た
で
も
農
業
者
年
金
に

加
入
で
き
ま
す
。

■
加
入
要
件

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満

②
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
保
険
料

納
付
免
除
者
除
く
）

③
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る

■
メ
リ
ッ
ト

【
税
制
面
の
優
遇
措
置
】

▽
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象

▽
受
け
取
る
年
金
は
、
公
的
年
金
等
控
除

の
対
象

【
保
険
料
の
国
庫
補
助
】

▽
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い
る

等
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
保
険

料
の
国
庫
補
助
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
終
身
年
金
】　

▽
年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
仮
に
80

歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
で
も
、
ご

遺
族
に
死
亡
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

◆農業委員会事務局（☎㊵－８９２４）

委
員
長　

峠
田　

一
徳

振
興
専
門
委
員
会

　

現
在
南
陽
市
の
農
業
は
、

ワ
イ
ン
特
区
に
指
定
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
も
う
一

つ
新
し
い
ワ
イ
ナ
リ
ー
が

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ブ
ド
ウ
栽
培
農
家
と

ブ
ド
ウ
園
に
と
っ
て
は
良

い
環
境
に
な
り
つ
つ
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
荒
廃
し
た
農
地
も
み
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
農
業
者
の
高
齢
化

に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
も
耕

作
を
放
棄
さ
れ
る
農
地
が

増
え
る
事
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め

に
も
、
今
以
上
に
農
業
後

継
者
が
育
っ
て
い
け
る
環

境
を
作
り
出
せ
る
よ
う
に
、

振
興
専
門
委
員
会
全
員
力

を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

　

新
任
で
す
。
農
地
の

権
利
関
係
が
複
雑
な
現

在
で
す
。
農
地
の
利
用

調
整
に
努
め
、
田
園
風

景
を
少
し
で
も
長
く
残

し
た
い
で
す
。

鈴
木　

正
徳

　

前
期
は
広
報
専
門
委

員
会
を
担
当
し
ま
し
た
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
と
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
、
地
域
農
業
の

振
興
と
発
展
に
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

　

緑
豊
か
な
南
陽
の
農

地
を
守
り
、
未
来
へ
夢

は
ぐ
く
む
農
業
の
振
興

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

髙
橋　

誠
一

浅
野　

厚
司

農
業
委
員

　

農
地
利
用
の
最
適
化

を
推
進
し
、
地
域
農
業

の
振
興
に
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

　

農
業
委
員
の
方
々
と

連
携
し
、
多
様
な
担
い

手
が
活
躍
で
き
る
環
境

づ
く
り
と
、
地
域
農
業

の
振
興
の
た
め
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

遊
休
農
地
に
関
す
る

実
態
把
握
や
農
地
の
集

積
集
約
な
ど
、
農
業
委

員
と
連
携
し
地
域
農
業

の
発
展
の
た
め
に
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
い
で
す
が
、

農
業
委
員
と
協
力
し
農

地
利
用
の
最
適
化
の
推

進
に
努
力
し
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

江
口　

菊
次

長
谷
部　

修

　

毎
年
、
市
内
の
小
学
校
や
幼
稚
園
な
ど

で
農
業
青
年
た
ち
に
よ
る
食
農
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
私
も
小
学
校
の
野
菜
の

苗
植
え
を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
サ
ツ
マ
イ

モ
、
枝
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ナ
ス
や
ピ
ー

マ
ン
、カ
ボ
チ
ャ
や
ス
イ
カ
、他
に
も
様
々

な
野
菜
の
苗
が
た
く
さ
ん
。
夏
に
は
さ
ぞ

か
し
立
派
な
野
菜
畑
が
…
と
思
い
き
や
、

現
実
は
そ
ん
な
に
甘
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
か
な
か
満
足
の
い
く
野
菜
の
収
穫
に
は

至
り
ま
せ
ん
。
基
本
的
に
管
理
は
子
ど
も

た
ち
任
せ
、
忙
し
い
先
生
方
に
お
願
い
す

る
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
。「
餅
は
餅
屋
」

と
い
う
け
れ
ど
、
商
品
と
し
て
価
値
あ
る

モ
ノ
づ
く
り
の
大
変
さ
を
知
っ
て
も
ら
う

意
味
で
は
失
敗
も
あ
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　

低
学
年
の
子
ど
も
た
ち
は
土
い
じ
り
の

方
が
面
白
い
よ
う
で
す
。
靴
や
運
動
着
が

泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
も
、
笑
顔
で
と
て
も

楽
し
そ
う
に
し
て
い
ま
す
。
洗
濯
す
る
お

母
さ
ん
に
怒
ら
れ
る
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て

い
て
も
我
々
は
と
め
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た

ち
は
陽
の
光
を
浴
び
、
土
に
触
れ
る
こ
と

で
強
く
な
り
ま
す
。

　

南
陽
の
大
地
の
力
を
信
じ
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
達
芳
紀
）

【
広
報
専
門
委
員
会
】

▽
委
員
長　
　

 

安
達　

芳
紀

▽
副
委
員
長　

 

髙
橋　

茂

▽
委
員　

        

渡
部　

基
司

▽
委
員　

        

小
野　

博

▽
委
員　

        

渡
沢　

寿

▽
委
員　

        

竹
田　

壮
芳

▽
委
員　

        

青
木　

憲
一

▽
委
員　

        

後
藤　

和
義

委
員
長　

安
達　

芳
紀

広
報
専
門
委
員
会

　

広
報
専
門
委
員
会
は
市

報
な
ん
よ
う
に
お
い
て
年

２
回
、
７
月
１
日
号
と
１

月
１
日
号
の
農
業
委
員
会

広
報
ペ
ー
ジ
を
担
当
し
ま

す
。
委
員
一
同
、
多
く
の

市
民
の
皆
様
に
愛
読
さ
れ
、

農
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

意
欲
を
か
き
た
て
る
紙
面

づ
く
り
を
目
指
し
研
鑽
い

た
し
ま
す
。

  

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す

る
農
業
情
勢
の
中
で
農
業

者
の
方
々
が
、
よ
り
有
利

な
農
業
経
営
を
行
う
た
め
、

的
確
な
情
報
や
新
し
い
施

策
等
を
分
か
り
や
す
く
ご

提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

　

今
年
度
か
ら
委
員

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
農
地
を
守
り
、

南
陽
市
の
農
業
発
展

の
た
め
に
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

渡
沢　

寿

　

梨
郷
地
区
か
ら
の
推

薦
を
受
け
、
初
め
て
委

員
と
な
り
ま
し
た
。
前

回
の
推
進
委
員
の
経
験

を
生
か
し
、地
域
農
業
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

新
規
就
農
者
の
確
保

の
難
し
い
農
業
情
勢
の

中
で
、
こ
れ
か
ら
の
人

材
と
し
て
広
い
視
野
の

考
え
を
持
ち
、
異
業
種

に
も
意
欲
の
あ
る
人
と

め
ぐ
り
あ
え
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

渡
部　

基
司

農
業
委
員

　

今
年
よ
り
、
推
進
委

員
に
推
薦
・
任
命
さ
れ

ま
し
た
。
地
域
の
農
業

の
活
性
化
と
発
展
の
た

め
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

農
地
の
引
受
手
が

年
々
減
少
の
懸
念
が
大

き
く
な
る
昨
今
、
農
地

集
約
化
等
、
効
率
的
な

利
用
促
進
の
一
助
と
な

る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

　

中
川
地
区
認
定
農
業

者
協
議
会
か
ら
推
薦
い

た
だ
き
ま
し
た
。
遊
休

農
地
を
少
し
で
も
減
ら

し
、
鳥
獣
害
対
策
に
取

り
組
み
、
地
域
農
業
の

発
展
の
た
め
に
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

　

今
回
２
度
目
の
推
進

委
員
と
な
り
ま
し
た
。

職
務
内
容
も
ハ
ッ
キ
リ

し
て
、
前
期
以
上
に
地

域
と
密
着
し
た
活
動
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

髙
橋　

茂

後
藤　

和
義

　
　
　

青
木　

憲
一

小
野　

博

　
　
　

竹
田　

壮
芳

村
越　

竜
仁

松
田　

繁
徳

担
い
手
積
立
年
金

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

（９） 元．７．１



まちのアルバム

Topics

Smiles

（11） （10）元．７．１ 元．７．１

6
　１ ～ 7

　５ 優雅に香る
　　南陽のバラまつり

双松バラ園（宮内地内）場

６月１日㈯から双松バラ園で開かれている、

「南陽のバラまつり」。園内には３４０種、

６, ０００本の彩り鮮やかなバラが咲き誇り、県内

外から訪れた多くの人々で賑わっています。

　期間中はバラの育て方講座、モデル撮影会、宮内

中学校吹奏楽部演奏会など、さまざまなイベントが

行われています。

　バラまつり期間は今月５日㈮までと残りわずか。

ご家族・ご友人と足を運んでみてはいかがですか。

おかいこさまがやってきた！
　 　 　 市内８教育施設

漆山地区の養蚕文化に触れてもらおうと、
まゆの里推進会議が蚕と桑の葉を提供。
子どもたちは小さな蚕に興味津々でした。

6
　５

第 49回ワインフェスティバル
in 南陽　　えくぼプラザ前県道

昨年を上回る約１，２００人が来場。
開放的な雰囲気の下、市内６社のワイ
ンを味わいました。

5
　25 場

「ブラスト！」と市内中高生が
音楽交流　 　 市内中学・高校

市内中学・高校の吹奏楽部と魅せる音
楽集団「ブラスト！」メンバーが交流。
詳細は追って市報でお知らせします。

6
　３

ワインツーリズムやまがた
2019　　　南陽市・上山市

地場産デー「おかひじき給食」
市内 21 教育施設

市内観光さくらんぼ園開園式
松田観光果樹園（沖郷地内）

防災教育「非常食作り」
沖郷小学校

市農業祭さくらんぼまつり
愛菜館前広場

２市のワイナリーを結ぶ路線バスが運
行。県内外から約４５０人が訪れ、試
飲や生産者との交流を楽しみました。

市地産地消事業の一環で、南陽産おかひ
じきを用いた給食を実施。子どもたちが
シャキシャキの食感を楽しみました。

市観光果樹振興会加盟の21園地がオー
プン。式に参加したつばめ幼稚園の園児
は、甘～いさくらんぼに大喜びでした。

５年生 70 人が、市社会福祉協議会と
市ボランティア友の会から、アイラップ
を使ったご飯の調理法を学習。この日
は５年２組の 24 人が取り組みました。

佐藤錦の品評会には自慢の真っ赤なさ
くらんぼがズラリ。その他農産物の販
売やバザーなども行われ多くの人でに
ぎわいました。

6
　９

6
　13

6
　10

6
　19

6
　22

場 場場

場 場
漆山双葉保育園「田植えとアイ
ガモ放鳥体験」　　　漆山地内

３～５歳の園児 30 人が、山形おきた
ま産直センター青年部の協力のもと、
つや姫の苗を手植えし、雑草や害虫を
食べるアイガモを放鳥しました。

6
　17 場

美しく咲き誇る、芳しきバラを、影で守り続ける職人たち
　　　　　　　　　　　　　　　　双松バラ園を管理する皆さん

vol. 4

　今年も双松バラ園には見事なバラ

が咲き誇りました。その美しさを堪

能できるのはバラ園を管理する方々

の優れた管理技術と努力のおかげで

す。市から委託を受けバラ園を管理

しているシルバー人材センターのバ

ラ園管理チームの皆さんにお話をう

かがいました。

　現在、管理担当は 7人。長い方で

は 21 年も携わっています。

　バラ管理の難しさは第一に剪
せんてい

定に

あるといいます。秋、バラが見ごろ

を終えた後、めぐる年の咲きぶりを

イメージしながら品種ごとに適した

剪定方法で作業を進めます。もちろ

ん降雪による枝折れなどないよう考

慮しての作業ですので大変気を使い

ます。バラ 1本 1本に合わせて進め

られる一連の作業は、「子育てと同

じ」とは 21 年勤務のベテラン淀野

さんの言葉です。

　リーダーの菊地さんは、「なだら

かな丘に古木から、新種まで３４０

種６，０００本以上が植栽されてお

りとても美しい。また香りも芳
ほうじゅん

醇で

五感が研ぎ澄まされるよう。１本

１本にバラの名前や由来を記した

名札があるのでぜひバラと合わせて

目を通しながら楽しんでほしい。バ

ラの魅力がより深まると思う。」と

双松バラ園の見所を話してください

ました。

▲バラ園を管理する皆さん。前列右がリー　
ダーの菊地さん、左がベテランの淀野さん。

場 場

【漆山小学校】

【梨郷小学校】

【南陽高校】



乳幼児

健診 相談

予防
接種

７月の予防接種開始対象者
※誕生日以降に接種してください。

■持ち物　予診票、母子健康手帳

（13） （12）元．７．１元．７．１

対象者には別途案内を送付します。
前回受診しなかった方も対象です。

◆すこやか子育て課国保医療係（☎40－１６９２）

　子育て支援医療制度

■対象　中学生までのお子さん
■医療機関、薬局での窓口負担　無料
※小学４～６年生・中学生が入院にか
かる医療費助成を受ける場合は、事
前に入院用医療証の申請が必要です。

子育て支援医療制度の事業費
約１億１，３１９万円（平成 30 年度）
上記の額を、県の補助金と市の扶助費
から３対７の割合で拠出しています。

ひとり親家庭等医療制度
　■対象　 ▽配偶者がいない方で18歳
以下の児童を扶養している方と、そ
の方に扶養されている18歳以下の
児童 ▽父母のいない 18 歳以下の
児童

■医療機関、薬局での窓口負担　無料
※前年の所得に所得税が課税された方、
および他の者に扶養されている場合
は対象外です。

重度心身障がい（児）者医療制度　

■対象　下記の手帳等または年金の
受給権を持ち、市民税所得割額が
23万５千円未満の方

▽身体障害者手帳１級／２級

▽精神障害者保健福祉手帳 1級

▽療育手帳Ａ

▽国民年金法の障害基礎年金１級

▽精神に障がいのある方で、恩給法
の規定による特別項症／第１項症
の増加恩給

▽その他公的年金各法の障害年金１級

▽特別児童扶養手当支給の１級程度
の障がいの状態にある

■医療機関、薬局での窓口負担　
　本人と扶養者の所
得税が非課税の場合
は無料、所得税が課
税されている場合は
医療費の１割負担

両親学級
～もしもし赤ちゃんコース～

　妊娠中に赤ちゃんのためにできるこ
とを学べます。
■日時　８月１日㈭ 13 時～ 13 時 10 分
■場所　シェルターなんようホール
■内容　 ▽妊娠中から始める子育て準
備 ▽栄養と試食 ▽情報交換 ▽赤ちゃ
んへのメッセージカード作り

■対象　妊娠届出後の妊婦とその夫
■持ち物　母子健康手帳と副読本、筆
記用具、エプロン　■料金　１００円

■申込締切　７月 26 日㈮

ママとベビーの
体操教室

■期日　８月 23 日㈮
■時間　９時 40 分～９時 55 分
■場所　健康長寿センター
■内容　 ▽ママの体操 ▽てあそび
　　　　 ▽ベビーマッサージ
■対象　平成 30 年 11・12 月生、平成
　　　31 年１月生の子とその親

■持ち物　母子健康手帳、バスタオル、
　　　　水分補給用の飲み物

※動きやすい服装でお越しください。
■申込締切　８月 21 日㈬

５月の３歳児健診で　むし歯がなかったおともだち

子育て応援！すこやか情報局

子
育
て

健
康
・
福
祉

お
知
ら
せ

募 

集

講
座
・
催
し

巻
末
連
載

にへい　だいち くん

さがえ　こうだい くん

いまい　はな ちゃん

なかむら　ふうな ちゃん

さいとう　ゆずき ちゃん

いとう　なぎと くん

たかはし　こうき くん たかはし　ゆづき くん

こまつ　みむ ちゃん

あべ　なぎさ ちゃん

はとり　るか ちゃん

さとう　すず ちゃん

いろかわ　ときたろう くん

みずなし　はると くん

しまつ 　かのん ちゃん

おおたけ 　みさき ちゃん

やまぐち 　にいな ちゃん

しまぬき　えいた   くん

かみむら　りく くん

わち　はるき  くん

せいい　ゆづき  ちゃんきむら　あき  くん

すこやか子育て課すこやか係（☎40－１６９１）

◆問合せ・申込先　すこやか子育て課すこやか係（☎40－１６９１）

※時間は受付時間。

３～４か月児健康診査　 　　健康長寿センター

８/２㈮　13:10 ～ 13:30 ／平成 31 年 ４月生

１歳児健康相談　 　　シェルターなんようホール

８/６㈫　 9:15 ～ 10:00 ／平成 30 年 ７月生
　　　　 10:00 ～ 10:45 ／平成 30 年 ８月生

１歳６か月児健康診査　　シェルターなんようホール

８/29㈭　13:20 ～ 13:40 ／平成 30 年 １月生

２歳児歯っぴー教室　　　　　　　健康長寿センター

７/23㈫　 9:15 ～ 9:30 ／平成 28 年 12 月生
　　　 10:00 ～ 10:15 ／平成 29 年 ６月生

３歳児健康診査　 　　シェルターなんようホール

８/７㈬　13:00 ～ 13:20 ／平成 28 年 １月生

予防接種 対象者 接種期間

Ｂ型肝炎

令和元年５月生

満２か月～９か月未満

Ｈ
ヒ ブ

ｉｂ 満２か月～５歳未満

小児用肺炎球菌 満２か月～５歳未満

四種混合 平成 31年４月生 満３か月～７歳６か月未満

ＢＣＧ 平成 31年２月生 満５か月～８か月未満

麻しん風しん
第１期 平成 30年７月生

満１歳～２歳未満

水痘 満１歳～３歳未満

日本脳炎第１期 平成 28年７月生 満３歳～７歳６か月未満

市内のプールで
　　　元気に過ごそう！

乳幼児健康相談
8/20㈫ 10：00～11：00
すこやか
（宮内乳幼児保育センター内）

おひさま広場　
8/30 ㈮ 13:30～15:30

ハイジアパーク南陽

むしば
ゼロ！

　　　ハイジアビーチ南陽

■期間　7/6 ㈯・7㈰、13㈯～15 ㈪、
　　　20 ㈯・21 ㈰、27 ㈯～8/18 ㈰
■時間　10 時～ 17 時
　　　　（7/6 ㈯は 11 時～ 15 時）
■入場料　大人500円、中高生400円、
　　　　３歳～小学生 300 円

※ 7/6 ㈯はオープン記念で無料開放！
　（スプラッシュリバーは有料）
※子ども会行事におすすめ！夏休み企画
　「サマーパック」もあります。
◆ハイジアパーク南陽（☎45－２２００）

　　　市民プール

■期間　7/1㈪～8/31㈯　※8/13㈫休
■時間　10 時～ 11 時 45 分
      　　  13 時～ 16 時 45 分

【注意事項】 ▼ 帽子着用 ▼ビート版・浮き
輪等使用不可 ▼飲食は水分補給のみ ▼幼児
には保護者が必ず付き添う ▼大人プールは
小学校３年生以上対象 ▼必ず受付してから
利用 ▼オムツ（水遊び用オムツ含む）着用
者遊泳不可 ▼暑さ指数が危険（31℃以上）に
達する時間は入泳禁止

◆市民体育館（☎49－２６００）

小学校プール

■期間　 ▽宮内 ７/29 ㈪～８/19㈪　
　　　　 ▽梨郷 ７/29 ㈪～８/16㈮　
　　　　 ▽中川 ７/29 ㈪～８/16㈮　
　　　　 ▽漆山 ７/29 ㈪～８/19 ㈪
　　　　 ▽沖郷 ７/29 ㈪～８/19 ㈪  
※土日祝日、8/13 ㈫～ 15 ㈭は閉鎖。
※授業や管理状態で利用不可の場合あり。

■時間　10時～正午、13時～15時30分
■対象　中学生以下

◆管理課管理係（☎40－８４４９）

水の事故に注意！

▽ライフジャケットなどを着用する

▽海や川などでは、子どもたちだけで水遊びさせない

▽決して子どもたちから目を離さない
　大人も油断大敵です！

▽飲酒した後は絶対に水に入らない

▽悪天候の時は、海や川などに近づかない

　もしも、溺れている人を見つけたら ･･･　　　　
①大きな声で助けを呼ぶ。１１９番通報する。
　※応急手当の指示があったら、あわてずに従う。
②浮き具を渡すなど、水に入らないで助ける。
　救急講習会をしています　お気軽に申し込みください。

◆南陽消防署（☎43－３５００）

医療制度は
みんなの支え合いです

暑い夏が

　やってきた

７/６
OPEN

７/１
OPEN

７/29
OPEN

（赤湯ふたば
　保育園東側）

福祉医療給付事業
子どもやひとり親等の方、障がい
を持った方が安心して医療を受け
るために市で行っている事業です。

※時間は受付時間。



65歳
以上対象

地域包括支援センター

８月の
介護予防教室

※老人いこいの家は
　利用料 430 円、
　昼食代、材料費実費。

（15） （14）元．７．１元．７．１
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熱中症 にご用心！

知らない番号からの
電話に出るのは危険！

　公的機関や実在する企業名をかたって家族構成
や資産状況などを聞きだしたりする電話を「アポ
電」といいます。

▽知らない電話番号からの電話に出るのは慎重
に。留守番電話機能等を活用しましょう

▽家族構成や資産状況を聞かれたら、すぐに電話
を切りましょう

▽家族を名乗る電話でも、「怪しいな」と思った
ら一度切ってかけ直すことでトラブルを回避で
きます

少しでも「おかしいな」と感じたら相談ください

▽消費者ホットライン（☎１８８（いやや！）

▽市民課生活係（市役所１階②窓口）

▽置賜消費生活センター（☎㉔－０９９９）

　　　　　　かしこい消費者ご用心！暮らしのトラ
ブル

南陽東置賜休日診療所
☎40－３４５６

■８月の診療日　４㈰、11㈰、12㈪、18㈰、25㈰
■受付時間　８時45分～11時45分、13時～16時30分
■診療科目　主に内科・小児科　■持ち物　保険証
※次の方は事前にお電話ください。①16時 30分以
降に来られる方②外科希望の方③小学生未満の方
※当番医師の判断で、公立置賜総合病院等へ案内
する場合もあります。
※担当医師などはHPをご覧ください。
　http://www.city.nanyo.yamagata.jp/kyujitu

ゆったりくらぶ
８/21㈬　10時～15時30分
老人いこいの家

やじろべえ（予防体操）
８/22㈭ 12時40分～14時
沖郷公民館（防災センター）

てんとうむし
８/29㈭　10時～15時30分
老人いこいの家

健康ヨーガ教室
毎週火曜日
9 時 30 分～ 10 時 30 分、
11 時～正午
沖郷公民館（防災センター）
■参加料　1,000 円／月

前日まで電話予約してく
ださい。

元気運動
8/20 ㈫ 13 時～ 14 時
■持ち物　水分補給用の飲み物

介護予防体操
8/7 ㈬９時 30 分～ 11 時

フラワーデザイン
8 /28㈬ 10 時～正午
■持ち物　花切りはさみ

はつらつくらぶ　◆社会福祉協議会（☎43－５８８８）

趣味のいきがい教室　◆太陽の里ふたば（☎　－４３３３）

漆山公民館
8/26 ㈪ 13 時～ 14 時

中川公民館
8/20 ㈫ 13 時～ 14 時

わくわく健康教室
◆接骨師会健康サポート
　事業所（☎40－２７７６）

るーむ花（祝日休み）
◆花工房（☎43－３３６４）

■料金　実費材料代
小物づくり教室
毎週水曜日　10 時～正午
趣味のソーイング教室
毎週木曜日　10 時～正午

◆＝問合せ・申込先。
※掲載事項について、詳しくは各担当に問い合わせください。

けん診
申込者には別途案内を送付します。
新たに申し込みたい方は問い合わせください。
※年齢は令和２年３月 31 日時点。

すこやか子育て課けん診係（☎40－１６９３）

①子宮頸がん検診（集団検診）②乳がん検診（集団検診）

■受付時間　13:00～13:30　■場所　南陽検診センター
■対象　① 20 歳以上の女性② 40 歳以上の女性
■日程　 ７/30 ㈫　若狭郷屋
　　　　　８/ ５㈪　坂井、鍋田、中ノ目
　　　　　８/ ９㈮　宮崎、露橋、関根、島貫
　　　　　８/22 ㈭　高梨、法師柳、長瀞

③特定健診等④胃がん・大腸がん・呼吸器検診　 
■受付時間　7:30 ～ 9:30　
■対象　③ ▽25 ～ 74 歳の市国民健康保険加入者 ▽県
　　　　後期高齢者医療保険加入者④ 40 歳以上の方
■日程と場所
７/25 ㈭　川樋、新田／中川公民館
７/26 ㈮　釜渡戸、小岩沢、元中山／中川公民館
７/29 ㈪　漆山（11 組～ 20 組）／南陽検診センター
７/31 ㈬　赤山、酒町（吉野）、東向、新屋敷、宮ノ下、下荻
　　　　　（北、中、下）、筋、太郎（北、南）／南陽検診センター
８/ ６㈫　梨郷全地区／梨郷公民館

認知症や介護のこと
「オレンジカフェ」で
話しませんか（予約不要、無料）

◆地域包括支援センター（☎40－１６４６）
　お茶を飲みながら認知症や介護、福祉のこと等を
お話できます。どなたでもお気軽にお越しください。

名称・期日 場所

① ぬくもりカフェ毎月第１木曜
ぬくもりの家
（☎43ー6040）

② ふたーばっくす宮内店偶数月第４水曜
太陽の里ふたば
（☎　ー4333）

③ ふたーばっくす赤湯店奇数月第４水曜 桜の里双葉（☎50ー1588）

④ とこしえカフェ毎月第２木曜
ケアセンターとこしえ二色根
（☎50ー1420）

⑤ あすなろ茶屋・川樋偶数月第３木曜
グランデージあすなろ川樋
（☎43ー5566）

⑥ あすなろ茶屋・南陽奇数月第３木曜
グループホームあすなろ
南陽（☎　ー5320）

⑦ カフェ　ロバ耳毎月第４土曜
健康長寿センター
（☎50ー1018）

⑧ てぼっこカフェ毎月第３土曜
ほのぼのケアサービス
（☎47ー7980）

■時間　①～⑥ 13 時 30 分～ 15 時、⑦⑧ 10 時～正午

介護学習会　

◆地域包括支援センター（☎40－１６４６）

■日時　７月26日㈮13時30分～14時30分
■場所　市役所２０１会議室

認知症予防教室／家族介護者交流会

◆地域包括支援センター（☎40－１６４６）

　南陽しゃきっといき隊！～認知症予防教室～
■期日　７月 31 日㈬～ 10 月 30 日㈬（計 12 回）
■時間　13 時 30 分～ 15 時
■場所　ワトワセンター南陽
■対象　65 歳以上の介護保険サービスを利用して
　　　いない方
■定員　先着 20 人　 ■申込締切　７月 23 日㈫
　「家族介護者交流会」心身リフレッシュしませんか
■期日　９月７日㈯～８日㈰／10月３日㈭～４日㈮
■場所（予定）　福島県　■定員　各回 20 人程度
■内容　介護に関する学習会、旅館宿泊（交流会）
■対象    要介護２～５の高齢者等、重度認知症高
　　　齢者等を自宅で介護する家族
※交流会の間、ねたきり高齢者等の方はショート
ステイ等でお預かりします。
■参加料　3,000円程度　■申込締切　７月30日㈫
■申込先　担当ケアマネジャー（いない場合は上記）
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「水分をとるのはのどが渇いてから」
「夜は水分を控える」

朝起きた時、外出前、お風呂の前後、寝る前
など、こまめに水分補給しましょう。アルコー
ルは尿の量を増やし、体内の水分を排泄して
しまうため、水分補給には適しません。

熱中症は4割近くが家の中で発生しており、夜
も注意が必要です。冷房を活用したり、シャワー
や冷たいタオルで体を冷やしたりしましょう。

「部屋の中なら大丈夫」
「夜なら大丈夫」

「私は暑さをあまり感じないし、
　　汗もかかないから暑さに強いはず」

　食欲の低下は脱水・熱中症を招きます。主菜と主食、
副菜 +汁物のそろった食事をとりましょう。牛乳や果
物、間食で栄養を補うのもおすすめです。

汗をあまりかかないと体に熱がこもり、知ら
ないうちに熱中症になることも。暑くなる前
から、汗をかく運動で暑さに慣れましょう。

夏バテ予防の食生活を知ろう！
500kcal ヘルシー料理教室

■日時　７月 30 日㈫９時 30 分～ 13 時
■場所　健康長寿センター
■内容　お話「ほんとに知ってる⁉水分補給」、調理
　実習（さばとトマトのドライカレー他）、情報交換
■講師　市管理栄養士　■参加料　200 円（材料費）
■定員　12 人程度　　　■申込締切 　７月 23 日㈫
■持ち物　エプロン、手ぬぐい、筆記用具、
　　　　　糖尿病手帳（お持ちの方）
◆すこやか子育て課すこやか係（☎40－１６９１）

危険です！　間違った知識 「体調が悪い」「食欲が落ちた」は注意！

夏こそ　バランスの取れた食事を！

　数日間で徐々に具合が悪くなり、熱中症になることも。
気温 /湿度が高い日、急に暑くなった日は特に注意です。

◆すこやか子育て課すこやか係
　（☎40－１６９１）

南陽市消費者の会 ◆市民課生活係（☎40－８２５５）

テーマ
「お口のケアと健

けんこう

口体操」

きっと
役立つ。くらしの情報局

巻
末
連
載



Information
南陽市役所代表　☎０２３８－40－３２１１
■開庁時間　平日 8時 30 分～ 17 時 15 分　

◆＝問合せ・申込先。
※料金記載の無いものは無料、申込締切の無いものは申込不要です。
※掲載事項について、詳しくは各担当に問い合わせください。
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（17） 元．７. １
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赤湯温泉盆踊り
太鼓の打ち手

（16）元．７．１

お知らせ

お盆時期の「し尿汲み取
り」はお早めに

　
　お盆前のし尿汲み取りは毎年大
変混み合います。希望する方は、早
めに申し込みください。
■申込締切　７月26日㈮
※汲取手数料が未納の方は、申し込
みできません。
◆南陽クリーンセンターし尿汲み
　取り申込所（☎40－２６１２）

私立高校に通う生徒の
学費を補助します

　市では、私立高等学校に在学する
生徒を持つ保護者等の負担を軽減
するため、学費の補助を行います。
■対象　６月１日現在、私立高等学
　校に在学する生徒をもつ市民で、
　次のいずれかに該当する世帯

　 ▽生活保護世帯

　 ▽市民税非課税世帯

　 ▽ 市民税のうち均等割額のみ課
　税されている世帯
■補助額　生徒１人当たり
　　　　　年額２万円
■申請方法　管理課に備え付けの
申請用紙に必要事項を記入のうえ、
在学している私立高校の在学証明
書と振込口座の通帳を持参して申
し込み
■申込締切　７月31日㈬
◆管理課管理係（☎40ー８４４９）

退職金の積み立ては
国の制度を上手に活用

　中小企業退職金共済制度は、中小
企業のための社外積み立て型の国
の退職金制度です。
　掛金の助成などの有利な特典が
あります。ぜひご利用ください。
◆（独）勤労者退職金共済機構中小
　企業退職金共済事業本部
　（☎０３－６９０７－１２３４）

募　集

第８回「南陽こども芸術祭」
出演団体

■期日　11 月 10 日㈰
■場所　シェルターなんようホール
　　　（文化会館）大ホール
■要件　南陽市を活動場所とする
子どもの文化芸術活動団体で、音
楽・演劇などステージで発表でき
ること
■申込締切　８月２日㈮
◆社会教育課文化係（☎40－８９９６）

夏休み親子下水道教室

　夏休みの自由研究として、親子で
参加してみませんか。
■日時　７月 31 日㈬９時～正午
■場所　置賜浄化センター
■内容　 ▽下水処理場の見学 ▽ア
ニメビデオ（下水道の役割等）鑑賞

▽顕微鏡による微生物の観察

　 ▽手作り工作（風力発電工作）
■対象　小学校４～６年生の児童
　　　と保護者
■定員　先着 20 組　■参加料　無料
■申込締切　７月 23 日㈫
◆上下水道課給排水係（☎40－８８４５）

　　　
自衛官募集

　自衛官候補生
■対象　18 歳以上 33 歳未満の男女
■試験期日　受付時にお知らせします
■受付期間　随時
　一般曹候補生
■対象　18 歳以上 33 歳未満の男女
■１次試験日　９月 21 日㈯
■申込締切　９月６日㈮
　航空学生
■対象　

▽海上　18 歳以上 23 歳未満の男女

▽航空　18 歳以上 21 歳未満の男女
■１次試験日　９月 16 日㈪
■申込締切　９月６日㈮
◆自衛隊米沢地域事務所
　（☎㉓－００１１）

　「赤湯温泉盆踊り大会」で太鼓を
たたいてみませんか。
■練習日　８月９日㈮までの毎週
　　　　　金曜日
■時間　19時～21時
■場所　赤湯小学校体育館
■対象　市内在住で健康な方（年齢
　　　50歳位までの男女）
◆赤湯温泉盆踊り太鼓保存会・本木
　（☎０９０ー１３７０－６５２４）

　　　消防設備士試験

■日時　①９月７日㈯午前
　　　　②12月７日㈯午前
■場所　山形ビッグウイング
■受付期間　【書面申請】①７月
29日㈪～８月８日㈭②10月28日㈪
～11月８日㈮【電子申請】①７
月26日㈮～８月５日㈪②10月25
日㈮～11月５日㈫
■申込締切　【書面申請】申請書を
消防試験研究センター県支部に提出
（申請書は消防署にあります）
　【電子申請】右記QRから
◆南陽消防署
　（☎43－３５００）

講座・催し

市消防団消防操法大会

■日時　７月21日㈰８時30分開会
■場所　南陽市役所南側駐車場
◆南陽消防署（☎43－３５００）

ゆのまち酒番所めぐり

■日時　７月17日㈬19時
　　　（受付は18時から）
■場所　えくぼプラザ集合
■参加料　 ▽３,０００円（前売券）
　　　　 ▽３,５００円（当日券）
■チケット販売先　 ▽赤湯公民館

▽赤湯温泉料理飲食店組合加盟店
※今年度の開催は１回のみです。
◆赤湯公民館（☎43－３４６６）

テーマは「縁結び」「大人の成人式」
市民が主役の地方創生事業をプレゼンテーションで３企画決定！

　　◆みらい戦略課企画調整係（☎40－０２４８）

　「市民が主役の地方創生事業」の審査会が５月
28 日㈫、市役所で行われました。採択団体には
市より企画実現に必要な費用が補助されます。

　企画の詳細については、時期に合わせて市報
でお知らせします。

経済的な理由などで納付が困難な方ご相談ください

　　　　国民年金保険料には
　　　　免除 ･納付猶予制度があります

◆米沢年金事務所（☎㉒－４２２０）
 ◆市民課市民係　（☎40－８２４３）

　申請時点から２年１か月前までさかのぼって免除
を申請できますのでご相談ください。
■免除が承認された場合の免除額と保険料

種類 免除額 保険料 

免 

除 

制 

度 

①全額免除   16,410 円             0 円
② 4分の３免除   12,310 円     4,100 円
③半額免除     8,200 円     8,210 円
④４分の１免除     4,100 円   12,310 円

※令和元年度国民年金保険料（月額）＝ 16,410 円
■注意事項　

▽一部免除後の納付額を納付しなかった場合、一部
　免除が無効となり未納と同じ扱いになります。

▽免除期間や一部納付の期間等がある場合は、保険
　料を全額納付したときに比べて、将来の老齢基礎
　年金の額が少なくなります。

▽ 10 年以内であれば、追納することが可能です。
　詳しくは問い合わせください。

▽猶予制度の詳細については問い合わせください。
※退職・失業した場合も申請することにより、保険
　料の納付が免除・猶予される場合があります。
■申請場所　市民課市民係（市役所 1階①窓口）
■持ち物　年金手帳、印鑑、雇用保険受給資格者証・
　離職票等（退職・失業により申請を行う方）

風しん対策のクーポンが届いている方へ

風しんの追加的対策事業の
実施医療機関をご確認ください

◆すこやか子育て課けん診係（☎40－１６９３）
　風しん対策として昭和 47年４月２日から昭和 54
年４月１日の間に生まれた男性に風しん抗体検査・
予防接種を公費で受けられるクーポン券をお届け
しています。　
　市内の受診可能な医療機関は以下のとおりです。

　

　　

実施医療機関 電話 抗体
検査

予防
接種

赤湯駅前クリニック ☎43－７７７７

○ ○

あかゆ小児クリニック ☎43－８２２０
板垣医院 ☎47－２４０７
大塚医院 ☎40－３１３３
小川医院 ☎43－２０５５
後藤医院 ☎43－２１３５
齋藤医院 ☎47－２２３８
齋藤内科クリニック ☎47－２４１１
鈴木内科医院 ☎　－３３５５
永山医院 ☎43－２５６８
西山医院 ☎47－２０５２
三須小児科内科医院 ☎47－２０７１
本町クリニック ☎47－２７７７
トータルヘルスクリニック ☎40－３４０６
公立置賜南陽病院 ☎47－３０００
さとうクリニック ☎47－３１０９ ○ ×南陽検診センター ☎43－６３０３

（順不同）

団体名 南陽市バンド連絡協議会 南陽青年団（仮） Ｎ７（エヌセブン）

企画名 『フィーリングカップル
＋ワークショップ』

ほぼみそ
（ＨＯＢＯ３０）

サウス　ヤマガタ
ハイジアンナイト

テーマ 縁結び 大人の成人式 縁結び

内　容

音楽に興味をある方を対象
にワークショップを開催。
ライブ発表までの過程を通
して自然なカップリングを
目指す。
※７月上旬より募集開始、
　９月 22 日㈰発表会。

25 歳～ 35 歳の若者を対象
にほぼ三十路式を開催。新
しいつながりに出会う機会
を創出。
式後には交流会、アフター
パーティーも企画。
■期日　11 月 23 日㈯

ハイジアビーチで東北発の
屋外ナイトビーチを実施。
DJ による音楽を楽しみな
がら交流コーナーで出会い
を演出。
■期日　７月 15 日㈪

” ハイジアンナイト ”
の詳細は 18 ページの
催し物情報をご覧
　ください
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Information
南陽市役所代表　☎０２３８－㊵－３２１１
■開庁時間　平日 8時 30 分～ 17 時 15 分　

◆＝問合せ・申込先。
※料金記載の無いものは無料、申込締切の無いものは申込不要です。
※掲載事項について、詳しくは各担当に問い合わせください。

（18）元．７．１

南陽の里夏まつり

■日時　７月20日㈯16時～18時
■場所　南陽の里（宮内地内）
■内容　模擬店、
　　　　ダンスなどの催し物
◆南陽の里（☎ 59 －１０３０）

　不動産無料相談会
　(要予約）

■日時　①７月17日㈬ ② 8 月21日㈬
　　　（①②とも 13 時～ 15 時）

■場所　宅地建物取引業協会南陽
◆県宅地物取引業協会南陽地区事
　務所（☎㊵－３８８０）

　空き家相談会（要予約）

■日時　８月３日㈯９時～正午
■場所　赤湯公民館
◆県宅地建物取引業協会南陽地区

事務所（☎㊵－３８８０）
　消防設備点検資格者

講習会

■期日　①第 1 種８月27日㈫～29日㈭
　　　　②第２種９月３日㈫～５日㈭
■場所　山形ビッグウイング
■受講料　①②各３万１,８８２円

（科目免除がある場合は２万９,８８２円）
■申込締切　７月26日㈮
■申込方法　各消防本部、消防署、

県消防設備協会に備え付けの申請
書を同協会に提出

※申請書は日本消防設備安全セン
ターHPからも取得可。

◆県消防設備協会
　（☎０２３－６２９－８４７７）

ント
　結城翁墓前祭
■日時　８月１日㈭８時 30 分～
　10 時（８時 20 分まで集合）
■場所　東正寺境内（赤湯地内）
■内容　結城翁の命日にお墓参り
　と講話を聞き、結城翁の遺徳や業
　績をしのぶ（講師：佐藤庄一氏）
※駐車場は東正寺、烏帽子山八幡宮
　駐車場をご利用ください。
※申し込みが必要です。

結城先生ゆかりのピアノで楽しむ
サロンコンサート　

■日時　7 月 27 日㈯ 10 時 30 分～正午
■参加料　５００円　
■定員　50 人
■申込方法　7 月２日㈫９時より受
　付を開始しますので電話または来
　館の上申し込みください。
◆結城豊太郎記念館（☎㊸－６８０２）

 サウス  ヤマガタ
 ハイジアン  ナイト

　ハイジアビーチが一夜限りナイ
トビーチに！ DJ による音楽と一緒
に楽しみましょう。素敵な出会いが
あるかも？
■日時　7 月 15 日㈪ 18 時～ 21 時
■場所　ハイジアパーク南陽
　　　　ハイジアビーチ
■料金　

　 ▽ 男性 4，０００円

　 ▽ 女性３，０００円（１ドリンク付）
◆エヌセブン（☎㊸－２７８０）

広
　
告

　

　　　　

  ☎ ０１２０－１０－８６９１　

南陽店

『お酢』をお寿司で

夏バテ知らず

　　　  暮らしにアートを
７月のギャラリー

　公立置賜南陽病院「病院ギャラリー」
「佐藤勝子絵画展」
「遠藤貞夫写真展」

◆公立置賜南陽病院（☎㊼ー３０００）
　えくぼプラザ市民ギャラリー
■開館時間　９時～ 21 時
　「南陽市拓本研究会　拓本展」
■期間　７月18日㈭正午～27日㈯15時
　「登坂弘美習字教室　書道展」
■期間　７月28日㈰11時～８月11日㈰16時
◆赤湯公民館（☎㊸ー３４６６）

７月の南陽の朝市

　赤湯温泉観光朝市
■日時　７日㈰・21 日㈰
■時間　６時 30 分～７時 30 分
■場所　えくぼプラザ駐車場　　
　りんごう朝市
■日時　毎週日曜日７時～８時
■場所　の川や駐車場　　　
　げんき熊野市
■日時　20 日㈯ 10 時～正午頃
■場所　きらやか銀行駐車場
◆南陽の朝市運営協議会
　（☎㊼－７１３１）　

オールやまがたハロー
ワーク学生就職面接会

■日時　７月10日㈬13時～16時30分
■場所　山形ビッグウイング
■対象　令和２年３月卒業予定の

学生（卒業３年以内の既卒者含む）
■参加企業　県内に本社か就業場

所を持つ企業（約１４０社）
◆山形労働局職業安定課
　（☎０２３－６２６－６１０９）

 
令和２年度 入園願書受付開始（７月１日～）
○預かり保育 

早朝７：３０から（月～土） 

夕方６：３０まで（月～金） 

○長期休み時の特別保育あり 

○土曜休日は月２回 

※園内見学やご相談ご希望の方 
は事前にご連絡ください。 
              南陽市郡山７０－１ 
                      TEL４０－２３８８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

申し込み方法 
所定の願書に記入の上、検

定料￥3,000 を添えて直接
園にお申込みください。願書
は園にあります。 
定員になり次第、締め切り

とさせていただきます。 

結城豊太郎記念館
イベント
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▲昭和 48 年６月、山交ボウル宮内で
行われた「第1回家族ボーリング大会」
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今月は
赤湯地区食改
メニューです

147

　おうちで　簡　単　クッキング
ヨーグルトケーキ
　材料（12～ 15 個分）
牛乳　　　　200cc
ヨーグルト　500cc
生クリーム　200cc
砂糖　　　　200g
ゼラチン　　20g
卵黄　　　　３個
水　　　　　200cc
レモン汁　　大さじ１
季節の果物　適宜

市食生活改善（母子保健）推進員連絡協議会
◆事務局・すこやか子育て課すこやか係（☎40－１６９１）

 　作り方
①ゼラチンを 200㏄の水でふやかす。
②鍋にヨーグルト、生クリーム、砂糖、卵黄を入れ、泡立
　て器でかき混ぜる。砂糖が溶けるように少し温める。
③鍋に牛乳とゼラチンを入れ火にかける。ブツブツに
　なり、ゼラチンが溶けたら火を止める。
④③を②に入れ、レモン汁も加えてかき混ぜる。
⑤型に流し、冷蔵庫で冷やす。
⑥型から外し、皿に盛り付け果物を飾る。

　赤湯食改からのワンポイント

▽型から外すとき、周りをお湯につけて温めると外れ
　やすくなります。

▽余った卵白はよく泡立てて　
　スープやみそ汁に入れると、
　ふわふわの食感になります。

おススメの一冊「えくぼの本棚」

大切なことは時を経ても
　　　　　　　　変わらない
吉沢久子／著　出版／海竜社
今年３月に 101 歳でお亡くなりに
なった吉沢久子さん。「好き」を大
事にすることや、季節を楽しむなど、小さ
な幸せを集めながら人生を豊かにするヒントをもら
える一冊です。

　　新着図書紹介
一般書
■もののふの国／天野純希　■蒼色の大地／薬丸岳
■彼女たちの場合は／江國香織
■あずかりやさん　彼女の青い鳥／大山淳子

児童書
■ソラタとヒナタ　みえない星空／かんのゆうこ
■くぬぎのもりのりすのがっこう／ふくざわゆみこ
■たいせつな人へ／マイケル・モーパーゴ

　　　　　

　　　おはなし会（読み聞かせ室）
■おばあちゃんのおはなし会（更正保護女性会）７/６㈯ 11 時
■どんぐりおはなし会（どんぐりお話会）　         ７/13   ㈯ 11時
■しんちゃんおはなし会（しんちゃんおはなし会）  ７/27㈯ 11 時

　　　市立図書館おたのしみ会
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ７/20㈯ 11時

　　　図書館からのお願い！
返却が遅れている本はありませんか？お心当たりの
方はお早めに図書館までお持ちください。

南陽市立図書館
（☎43－２２１９）図書館 にようこそ　

事にすることや、季節を楽しむなど、小さ事にすることや、季節を楽しむなど、小さ事にすることや、季節を楽しむなど、小さ

■開館時間　火～金曜　　　　 　 10 時～ 20 時
　　　　　　土・日曜、15 日㈪ 　10 時～ 17 時
■休館日　　1日㈪・８日㈪・16 日㈫・22 日㈪・29 日㈪

※他にも多数の新着図書を
　取りそろえています。
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※須藤克三賞作品紹介はお休みです。
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　市制施行の翌年、昭和 43 年から約 50 年にわたっ
て地域の医療を支えてきた公立置賜南陽病院。
　新元号「令和」となった時代の節目に、新病院が
完成しました。
　旧病院の北側に新築された新病院は、天井や壁な
どに県産木材を用い、「災害に強く」「患者さんに優
しく」「木の温もりあふれる」病院として整備。

　６月９日㈰には竣工式が行われ、関係者約 50 人
が出席。式の後に、テープカットで新病院の完成を
祝いました。
　午後からの内覧会には、地域住民等550人が来場。
病院の職員から説明を受けたり、「明るくてきれい
になったね」等と話したりしながら、真新しい病院
を見学していました。

木の温もりあふれる　新南陽病院完成

▲
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野
大
社
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ン
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柱
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完
成
を
祝
う
関
係
者

▲果樹の木漏れ日をイメージしたホスピタルモール

（20）元．７．１
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